
副校長のモデル設置 

校長 

副校長 

教頭 

・校長から命を受けた範囲
で校務の一部を自らの権
限で処理することができる。 

・高度の責任・判断
を要する校務に集中
的に取り組むことが
できる。 

・教育活動に関する
業務に専念すること
も可能。 
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目   標 

児童生徒
指導 

教育活動 
服務管理
人材育成 

地域との
連携 

施設管理
事務管理 

安全管理 

予算額（平成24年度補正予算） 事業費：456千円 一般税等：456千円 

事業概要 

効果検証 

・学校長からの提案を受け、設置校を選定し、様々なパターンの活用方法を検討 
・学校現場が抱えている複雑化・多様化したそれぞれの課題に応じて副校長を配置 
・25～26年度は、小学校10校、中学校5校程度でモデル実施 
・27年度以降については、効果検証の内容を踏まえ、配置の是非も含めて再検討 

副校長設置後の体制（例） 

・校長や教頭の事務処理等の負担を軽減し、管理職が教育活動に専念できる環境をつくり、 
 組織マネジメント体制を強化 

・課題の改善状況等について、モデル実施校からの報告書により効果を検証 


